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議案第３９号関係 

  参考資料 

 

千葉市立特別支援学校設置条例の一部改正について 

 

学校教育部 教育支援課 

 

１ 改正の趣旨 

平成１９年の学校教育法等の一部改正において、「盲学校、聾学校及び養護学

校」を「特別支援学校」に改めることとされた。本市では、改正前から市立特別

支援学校３校のうち２校が「養護学校」の校名を使用しており、「ようご」「によ

う」の愛称で親しまれてきたため、校名変更については、長年検討してきた経緯

がある。 

児童生徒、保護者などから校名変更を求める声が上がっていることや、他自治

体の状況から、千葉市立特別支援学校設置条例の一部を改正しようとするもので

ある。 

 

２ 改正の概要  

改正前 改正後 

千葉市立養護学校 千葉市立特別支援学校 

千葉市立第二養護学校 千葉市立第二特別支援学校 

 

３ 施行期日 

令和８年４月１日 
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議案第４０号関係  

参考資料 

千葉市公民館設置管理条例の一部改正について 

 

生涯学習部 生涯学習振興課 

 

１ 改正の趣旨 

千葉市轟公民館の空調改修工事を実施するにあたり、６か月以上の休止を伴う

ことから条例改正を行うもの。 

 

２ 改正の概要  

千葉市轟公民館について、当分の間休止することを追加する。 

 

３ 施行期日 

令和８年２月１日 
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議案第４１号関係 

  参考資料 

指定管理者の指定について（千葉市生涯学習センター） 

 

生涯学習部 生涯学習振興課 

 

１ 施設の名称及び所在地 

（１）名 称  千葉市生涯学習センター 

（２）所在地  千葉市中央区弁天３丁目７番７号 

 

２ 指定管理者の名称等 

（１）名 称  公益財団法人千葉市教育振興財団 

（２）所在地  千葉市中央区弁天３丁目７番７号 

（３）代表者  理事長 深山 秀文 

 

３ 指定期間 

   令和８年４月１日から令和１３年３月３１日まで（５年間） 

 

４ 選定経過 

   令和７年 ７月２５日 第１回教育委員会指定管理者選定評価委員会開催 

令和７年 ８月 １日 選定要項・管理運営の基準等を交付 

令和７年 ８月 １日～９月 １日 申請書受付期間 

   令和７年１０月１０日 第２回教育委員会指定管理者選定評価委員会開催 

   令和７年１１月 ５日 指定管理予定候補者の決定、選定結果通知 

   令和７年１１月 ６日 指定管理予定候補者と仮協定締結 

 

５ 選定方法（非公募）及び選定の理由 

（１）非公募とした理由 

   本施設が提供する講座は一部を除き無料であり収益性が見込めないため。 

   また、「地域の課題に自ら取り組むことができる人材の育成」を目的とし、高度の

専門性及びボランティアや各種団体等との豊富なネットワークが必要であるため。 

   加えて、生涯学習活動の中核施設である本施設と、地域拠点施設である公民館を

同一団体が管理することで更に充実した学習機会・環境の提供が期待できるため。 

 

（２）選定理由 

「教育委員会指定管理者選定評価委員会」において、申請内容を「千葉市生涯学 

習センター管理運営の基準」で示している、施設維持管理業務、生涯学習事業に関

する業務、施設運営業務、自主事業等、指定管理者が行う業務内容及び水準に照ら

し審査した結果、公益財団法人千葉市教育振興財団は、千葉市生涯学習センターの

管理を適切かつ確実に行うことができるものと認められたため。 
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６ 指定管理者選定評価委員会の答申の概要・審査結果 

（１）指定管理予定候補者とすべき者 

    公益財団法人千葉市教育振興財団 

 

（２）指定管理予定候補者の選定理由 

申請内容を管理運営の基準等に照らし審査した結果、公益財団法人千葉市教育振

興財団は、千葉市生涯学習センターの管理を適切かつ確実に行うことができるもの

と認められる。 

 

７ 教育委員会指定管理者選定評価委員会委員構成 

氏 名 役 職 備 考 

伊原 浩昭 淑徳大学総合福祉学部教育福祉学科教授 副会長 

中野 智輔 弁護士  

鍋嶋 洋子 認定特定非営利活動法人 

ちば市民活動・市民事業サポートクラブ事務局長 

 

樋口 咲子 千葉大学教育学部教授 会長 

福澤 恵二 公認会計士  

 

８ 指定管理者の概要 

（１）設立時期 平成７年４月 

（２）基本財産 ２億１，５００万円 

（３）従業員数 ３９４人 

（４）主な事業内容 

   ア 市民の学習ニーズに対応した講座の開催等生涯学習の振興を図るための事業 

イ 美術展覧会の開催等市民文化の発展に寄与する事業 

ウ 埋蔵文化財の保護及び普及啓発等郷土意識の醸成を図るための事業 

（５）当該施設の管理実績 

    別紙１のとおり 

（６）指定管理者総合評価シート 

    別紙２のとおり 

（７）主な施設管理の実績 

  ア 千葉市生涯学習センター 

  イ 千葉市美術館 

  ウ 千葉市民ギャラリー・いなげ 

  エ 千葉市公民館 
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年度
施設

利用者数
利用者からの
要望・意見

改善点等
指定管理者による

自己評価
市による評価

R3 138,728人 ①諸室内の温度
が暑い

②工芸研修室の
椅子が高い

①個別に扇風機
などを貸出

②他室の椅子を
提供

ZoomやYouTube等を活用した
オンライン講座を拡大、ボラン
ティアと高齢者施設をオンライ
ンで結んでの同時配信講座を
実施するなど、コロナ禍でも、
継続的な生涯学習事業及び
市民のボランティア活動を支
援した。

【評価】C

【所見】
コロナ禍で、管理運営の基準
に示す必須業務の一部中止
や、施設利用者数の減少が
発生したが、感染防止対策を
徹底しつつ、経営努力により
可能な限り運営できたと認め
られる。

R4 180,852人 ①利用する諸室
が暑い、寒い

②職員の対応が
丁寧だった

①全館空調ｼｽﾃ
ﾑのため、個別
に扇風機やﾋｰ
ﾀｰを貸出

②より一層、接
遇対応の向上に
努めた

コロナ禍による行動制限が緩
和されたことにより、入館者数
や施設利用件数等が大幅に
増加した。公民館との連携事
業（オンライン配信の支援）を
新規に実施したほか、「ボラン
ティアセンター登録者紹介講
座」では延受講者数の記録的
な増加（前年度比5,315人増）
を達成するなど、生涯学習支
援の分野で大きな成果をあげ
ることができた。

【評価】C

【所見】
ボランティアコーディネート件
数が439件と成果指標285件
を大幅に上回った。また、新た
に夜間直前割引を開始し、市
民サービスの向上に努めたこ
と、施設の安全性の向上や利
用者の意見などに適切に対
応したことを評価する。

R5 219,484人 ①夜間利用する
際、駐車場入口
が暗く感じる

①駐車場入口の
電灯を追加で設
置

新型コロナの5類移行により、
講座・イベントを計画どおり実
施することができた。今後も利
用者の意見を積極的に取り入
れながら施設の管理運営に
努めていきたい。

【評価】B

【所見】
民間事業者等と協力し、生涯
学習センターの利用促進を図
る講座を実施するとともに、市
内大学等の公開講座を開催
したほか、公民館と連携した
オンライン講座を新たに実施
するなど、市民の生涯学習活
動を促進するための学習機会
を提供した。

R６ 242,125人 ①ミーティング
ルーム内の白板
周辺が暗いの
で、改善をして
ほしい。

①令和7年４月
に部屋全体を明
るくするため照
明の交換修繕を
実施

延受講者数について、現代的
課題学習等の講座・イベント
の充実に加え、ホールを会場
とした講座・イベント等を実施
することで目標達成に努めて
いきたい。
施設稼働率についても諸室の
夜間区分や食文化研修室な
どの一部の施設では依然とし
て稼働率が低いため、主催事
業の実施や広報活動の強化
など目標達成に向けての方策
を実行し、稼働率の改善につ
なげていきたい。

【評価】C

【所見】
成果指標のボランティアコー
ディネート件数（数値目標：
285件）が、418件で成果指標
を大きく上回ったこと、稼働率
の低い夜間を対象とした直前
割引を引き続き行うなど市民
サービスの向上に努めたこ
と、公民館と連携したオンライ
ン講座を新たに実施するな
ど、市民の生涯学習活動を促
進するための学習機会を提供
したことを評価する。

公益財団法人千葉市教育振興財団による千葉市生涯学習センターの管理実績（令和３年度～令和６年度）

別紙１
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（評価対象期間　  令和３年４月１日～  令和７年３月３１日）

（１）資料・情報の提供を総合的に行い、多様なニーズに対応する。
（２）様々な学習相談に応じ、学習活動の活性化を図る。
（３）調査・研究に対する多角的な支援を行い、高度で専門的なニーズに対応する。
（４）生涯学習活動のための調査及び研究・開発を行う。
（５）自主的・自発的な学習活動を支援する。
（６）他の機関・施設等と連携・協力して生涯学習を推進する。

制度導入により見込まれる
効果

ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱｺｰﾃﾞｨﾈｰﾄ件数

実績値

教育委員会事務局生涯学習部生涯学習振興課

指定管理者名

指定管理者総合評価シート

１　基本情報

施設名称 千葉市生涯学習センター

条例上の設置目的

　市民の主体的で創造的な学習活動を支援する上で、関係機関との連携を強化するととも
に、調査研究機能や学習プログラムの充実、学習情報の提供及び相談体制の整備や充実な
ど、生涯学習を総合的に推進していく効果を見込んでいる。

公益財団法人　千葉市教育振興財団

構成団体
（共同事業体の場合）

14,442人 29,043人 34,762人 33,998人

341件 439件 367件 418件 1,565件

285件 285件 285件 285件 1,140件

合計

146.7 % 137.3 %

指　標 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度

※　数値目標は選定時に設定した数値であり、市設定の数値を上回る目標を指定管理者が設定している場合、市設定の数値は
括弧書きで表している。

施設利用者数 138,728人 180,852人 219,484人 242,125人

（２）学習成果が「生きる」地域づくりを進める（成果指標２）

40.1 % 80.7 % 96.6 % 94.4 % 77.9 %

R3年度 R4年度 R5年度 R6年度 合計

達成率

（４）成果指標以外の利用状況を示す指標

達成率

781,189人

119.6 % 154.0 % 128.8 %

R3年度 R4年度 R5年度 R6年度 合計

実績値

延べ受講者数

112,245人

36,000人 36,000人 36,000人 36,000人 144,000人

ビジョン
（施設の目的・目指すべき方向性）

ミッション
（施設の社会的使命や役割）

指定期間

所管課

令和３年４月１日～  令和８年３月３１日（５年）

（１）市民生活や地域社会の課題を「学ぶ」機会を提供する（成果指標１）

２　成果指標等の推移

　生涯学習センターは、本市の生涯学習ネットワークの拠点となる中核的施設として、市民
の主体的で創造的な学習活動を支援する上で、関係機関との連携を強化するとともに、調査
研究機能や学習プログラムの充実、学習情報の提供及び相談体制の整備や充実など、生涯学
習を総合的に推進していく事業を展開することが期待されている。

　千葉市生涯学習センター設置管理条例（平成１２年千葉市条例６６号）
第１条　本市は、市民の生涯学習及び交流の場を提供するとともに、生涯学習活動を総合的
に支援し、本市における生涯学習の振興を図るための中核的施設として、千葉市生涯学習セ
ンターを設置する。

（３）学びを「支える」環境づくりを進める（成果指標３）

R3年度 R4年度 R5年度 R6年度 平均

実績値 47.7 % 55.3 % 57.2 % 57.4 % 54.4 %
施設利用率 62.0 % 62.0 % 62.0 % 62.0 % 62.0 %

達成率 76.9 % 89.2 % 92.3 % 92.6 % 87.7 %

別紙２
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569,051

561,001 563,713 568,319 569,051

（単位：千円）

R6年度R5年度R4年度R3年度

563,713 568,319

合計

３　収支状況の推移

2,262,084

2,262,084

35,237 38,457 39,326

40,000 40,200 40,400 40,600

143,052

161,200

1,387 1,261 1,310

1,716 1,724 1,729 1,716

4,659

6,885

600,337 608,037 609,687

602,717 605,637 610,448 611,367

2,409,795

2,430,169

必
須
業
務

収
入

実績

計画

実績

計画

実績

計画

591,734

701

30,032

561,001

実績

計画

実績

計画

実績

指定管理料

利用料金

その他

合　計

支　出

収　支 △ 64,496

2,679

9,216

12,971

17,919

611,417 625,356 610,391 627,127

617,710 619,367 610,448 619,462

2,474,291

2,466,987

4,503 4,854 4,354 4,208

自
主
事
業

収　入

支　出

収　支

実績

計画

実績

計画

実績 △ 2,238 △ 2,925 △ 2,721

△ 19,683 △ 25,019 △ 2,354 △ 17,440

△ 2,408

1,054

1,905 1,905 2,903 2,503

2,641 3,340 3,528 3,462

403 415 807

総収入

△ 21,921 △ 27,944 △ 5,075

実績

実績

592,137 600,752 608,844 610,741

614,058 628,696 613,919 630,589

△ 19,848

利益の還元額 実績

△ 10,292

2,412,474

2,487,262

△ 74,788総収支

総支出

実績

利益還元の内容
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Ｃ
・利用者へのサービス向上に努めながらも、本市で設定した
基準額を下回った。

４　施設管理能力

６　その他
（市内業者の育成、市内雇用の配慮、障害者雇用の
確保、施設職員の雇用の安定化への配慮）

Ｃ

（１）人的組織体制の充実

（２）施設の維持管理業務

Ｃ

・組織体制は、提案書どおりに配置されていた。
・有資格者や専門性を有する人材が提案書どおり配置されて
いた。
・各種の研修の実施により、職員の能力向上に努めた。

５　施設の効用の発揮

（１）幅広い施設利用の確保

（２）利用者サービスの充実

（３）施設における事業の実施

Ｂ

・休館日は、条例では毎週月曜日と規定されているが、毎月
第４月曜日のみを休館として、利便性を高めている。
・Facebook等のSNSの更新頻度を高め、施設の周知や事業PR
に努め利用促進を図っている。
・スマホやタブレットなど端末機器の利用環境に合わせて、
ホームページのデザインやレイアウトを変更するなど、幅広
い年代層の施設利用の確保に努めている。

Ｂ

Ｃ

・モニタリングについて、業務の一部で第三者評価を実施
し、専門的・客観的な評価を受け、事業の改善に活かした。
・利用者・受講者アンケート、利用者懇談会の開催などによ
り、利用者意見の収集を図り、迅速かつ丁寧に対応した。

２　市の施設管理経費縮減への寄与

３　市民の平等利用の確保・施設の適正管理

Ｃ
・定期保守点検業務着実に行い、快適な利用環境を提供する
とともに、事故の防止に努めた。

１　成果指標の目標達成 Ｃ

【延べ受講者数】
・応募倍率によりニーズを把握し、満足度アンケートにて講
座運営の工夫改善に努めた。
【ボランティアコーディネート件数】
・ボランティア先生紹介ミニ講座などの実施や情報誌ボラン
ティアタイムを発行しボランティアセンターの普及に努め
た。
【施設利用率】
・施設の利用環境の改善や料金改定を行い、利用者が利用し
やすい施設環境の整備に努めた。

評価項目 評　価 評価の具体的内容・理由

４　管理運営状況の総合評価

【評価の内容】
　Ａ：事業計画書等に定める水準や市の指定管理者に対する期待を大きく上回る、特に優れた管理運営が行われていた。
　Ｂ：事業計画書等に定める水準や市の指定管理者に対する期待を上回る、優れた管理運営が行われていた。
　Ｃ：概ね事業計画書等に定める水準や市の指定管理者に対する期待どおりに管理運営が行われていた。
　Ｄ：事業計画書等に定める水準や市の指定管理者に対する期待に満たない管理運営が行われていた。
　Ｅ：事業計画書等に定める水準や市の指定管理者に対する期待に、大きく満たない管理運営が行われていた。

・無線LANによるパソコンへのインターネット接続環境を整
え、利用者の利便性を向上させている。
・管理運営の基準では、利用者を対象としたアンケート等の
実施を求めているが、それに加え、事業の第三者評価を実施
し、事業運営への反映を行っている。

Ｂ

・現代的課題学習としては、オリパラに向けた講座・講演会
を開催し、機運醸成に努めた。
・メディア学習事業では、新規事業としてプログラミング講
座を開設した。
・ちば生涯学習ボランティアセンター登録者のスキルの向上
及び活動内容を広く周知を図るための「ボランティア先生紹
介ミニ講座」を実施した（年10回以上）。
・全講座を通じ、応募倍率平均は常に100％を上回った。受
講者満足度も95％を上回り、利用者のニーズに伴い内容伴っ
た企画を実施した。

・専門的な知識が必要な場合を除き、市内業者を優先してい
る。
・職員の市内雇用率は60％～70％である。

総合
評価 Ｃ

10



５　総合評価を踏まえた検討

指定管理者制度を継続する。

施設管理手法の見直しを検討する。

既に施設管理手法の見直しを決定している。

特になし

概ね市が指定管理者に求める水準等に則した、良好な管理運営が行われていた。

①生涯学習事業
　延べ受講者数(成果指標：36,000人)は、新型コロナウィルスの影響による令和3年度(14,442人)、4年度（29,043人）を除け
ば、成果指標を概ね達成する成果を残した。具体的には、現代的課題学習に関する講座を拡充したり、新たにパソコン講座で
プログラミング講座を開設するなど、市民の幅広い学習ニーズに対応した講座を実施した。
　また、ボランティアコーディネート件数(成果指標：285件)は、期間を通して成果指標を超える結果を残し、ちば生涯学習
ボランティアセンター運営の充実を図った。

②施設管理業務
　施設利用率(成果指標：62％)は、期間を通して成果指標を超えることができなかった。これは、食文化研修室などの一部の
施設の稼働率が低いことが一因と考えられる。

③維持管理業務
　当該期間中、建築物・建築設備等の保守点検や修繕について、計画的に着実に実施するとともに突発的な修繕にも適切に対
応した。

④自主事業
　民間事業者等と協力し、生涯学習センターの利用促進を図る講座を実施するとともに、市内大学等の公開講座を開催し、市
民の生涯学習活動を促進するための学習機会を提供した。

（１）指定管理者制度導入効果の検証

○

当初の見込みを上回る効果が達成できた。

当初見込んでいた効果が概ね達成できた。

当初見込んでいた効果は達成できなかった。

（上記判断の理由や具体的内容・達成できなかった場合の原因）

（２）指定管理者制度運用における課題・問題点

（３）指定管理者制度継続の検討

○
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（４）千葉市教育委員会指定管理者選定評価委員会の意見

　市による評価は概ね妥当であると認める。
　また、指定管理者の財務状況については、施設の運営に直ちに支障をきたすような特段の問題は見られないことから、概ね
安定して事業を実施できるものと考えられる。
　その他、次の事項を本委員会の意見とする。

ア 施設稼働率の向上に向けて様々な工夫を実施している点は評価できる。今後も引き続き昨今の多様化するニーズの把握に
努めていただくとともに、稼働率向上に尽力していただきたい。
イ 「延べ受講者数」「ボランティアコーディネート数」「施設稼働率」の３つの評価項目においてすべて達成率が９０％を
超えている点は高く評価できる。特にボランティアコーディネートについてはアフタースクール事業はじめニーズが高いと考
えられることから、今後ボランティアコーディネーターのさらなる活用を図っていただきたい。
ウ 食文化研修室の稼働率の低さが課題であるため、食文化交流会等のイベントを積極的に実施し、新規利用者の掘り起こし
を図っていただきたい。
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議案第４２号関係 

  参考資料 

指定管理者の指定について（千葉市花園公民館ほか４６施設） 

 

生涯学習部 生涯学習振興課 

 

１ 施設の名称及び所在地 

名称 所在地 

千葉市花園公民館 千葉市花見川区花園 3丁目 12番 8号 

千葉市幕張公民館 千葉市花見川区幕張町 4丁目 602番地 

千葉市犢橋公民館 千葉市花見川区犢橋町 162番地 1 

千葉市黒砂公民館 千葉市稲毛区黒砂 2丁目 4番 18号 

千葉市検見川公民館 千葉市花見川区検見川町 3丁目 322番地 25 

千葉市松ケ丘公民館 千葉市中央区松ケ丘町 257番地 2 

千葉市轟公民館 千葉市稲毛区轟町 1丁目 12番 3号 

千葉市小中台公民館 千葉市稲毛区小仲台 5丁目 7番 1号 

千葉市更科公民館 千葉市若葉区更科町 2254番地 1 

千葉市稲毛公民館 千葉市稲毛区稲毛 1丁目 10番 17号 

千葉市生浜公民館 千葉市中央区生実町 67番地 1 

千葉市誉田公民館 千葉市緑区誉田町 1丁目 789番地 49 

千葉市新宿公民館 千葉市中央区新宿 2丁目 16番 14号 

千葉市椎名公民館 千葉市緑区富岡町 290番地 1 

千葉市土気公民館 千葉市緑区土気町 1631番地 7 

千葉市宮崎公民館 千葉市中央区宮崎 2丁目 5番 22号 

千葉市葛城公民館 千葉市中央区葛城 2丁目 9番 2号 

千葉市千城台公民館 千葉市若葉区千城台西 2丁目 1番 1号 

千葉市末広公民館 千葉市中央区末広 3丁目 2番 2号 

千葉市白井公民館 千葉市若葉区野呂町 622番地 10 

千葉市椿森公民館 千葉市中央区椿森 6丁目 1番 11号 

千葉市川戸公民館 千葉市中央区川戸町 403番地 1 

千葉市花見川公民館 千葉市花見川区柏井町 1590番地 8 

千葉市加曽利公民館 千葉市若葉区加曽利町 892番地 6 

千葉市星久喜公民館 千葉市中央区星久喜町 615番地 7 

千葉市大宮公民館 千葉市若葉区大宮町 3221番地 2 

千葉市千草台公民館 千葉市稲毛区天台 3丁目 16番 5号 

千葉市さつきが丘公民館 千葉市花見川区さつきが丘 1丁目 32番地 4 

千葉市こてはし台公民館 千葉市花見川区こてはし台 5丁目 9番 7号 

千葉市草野公民館 千葉市稲毛区園生町 384番地 93 

千葉市幕張西公民館 千葉市美浜区幕張西 2丁目 6番 2号 

千葉市みつわ台公民館 千葉市若葉区みつわ台 3丁目 12番 17号 

千葉市長作公民館 千葉市花見川区長作町 1722番地 1 

千葉市若松公民館 千葉市若葉区若松町 2117番地 2 

 

  

千葉市磯辺公民館 千葉市美浜区磯辺 1丁目 48番 1号 

千葉市山王公民館 千葉市稲毛区六方町 55番地 29 
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名称 所在地 

千葉市都賀公民館 千葉市稲毛区作草部 2丁目 8番 53号 

千葉市緑が丘公民館 千葉市稲毛区宮野木町 1807番地 3 

千葉市稲浜公民館 千葉市美浜区稲毛海岸 3丁目 4番 1号 

千葉市幸町公民館 千葉市美浜区幸町 2丁目 12番 14号 

千葉市朝日ケ丘公民館 千葉市花見川区朝日ケ丘 1丁目 1番 30号 

千葉市高浜公民館 千葉市美浜区高浜 1丁目 8番 3号 

千葉市越智公民館 千葉市緑区越智町 822番地 7 

千葉市幕張本郷公民館 千葉市花見川区幕張本郷 2丁目 19番 33号 

千葉市桜木公民館 千葉市若葉区桜木 3丁目 17番 29号 

千葉市打瀬公民館 千葉市美浜区打瀬 2丁目 13番地 

千葉市おゆみ野公民館 千葉市緑区おゆみ野中央 2丁目 7番地 6 

※ 上記施設を一括して管理する。 

 

２ 指定管理者の名称等 

（１）名 称  公益財団法人千葉市教育振興財団 

（２）所在地  千葉市中央区弁天３丁目７番７号 

（３）代表者  理事長 深山 秀文 

 

３ 指定期間 

   令和８年４月１日から令和１３年３月３１日まで（５年間） 

 

４ 選定経過 

   令和７年 ７月２５日 第１回教育委員会指定管理者選定評価委員会開催 

令和７年 ８月 １日 選定要項・管理運営の基準等を交付 

令和７年 ８月 １日～９月 １日 申請書受付期間 

   令和７年１０月１０日 第２回教育委員会指定管理者選定評価委員会開催 

   令和７年１１月 ５日 指定管理予定候補者の決定、選定結果通知 

   令和７年１１月 ６日 指定管理予定候補者と仮協定締結 

 

５ 選定方法（非公募）及び選定の理由 

（１）非公募とした理由 

本施設の管理運営にあたっては、公平性、安定性等が強く求められるとともに、

講座の実施にあたっては、教育の専門性を有し、市民に多様で専門的な内容を実施

する必要があるため。 

 

（２）選定理由 

「教育委員会指定管理者選定評価委員会」において、申請内容を「千葉市公民館

管理運営の基準」で示している、施設維持管理業務、社会教育事業に関する業務、

施設運営業務、自主事業等、指定管理者が行う業務内容及び水準に照らし審査した

結果、公益財団法人千葉市教育振興財団は、千葉市公民館の管理を適切かつ確実に

行うことができるものと認められたため。 
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６ 指定管理者選定評価委員会の答申の概要・審査結果 

（１）指定管理予定候補者とすべき者 

    公益財団法人千葉市教育振興財団 

 

（２）指定管理予定候補者の選定理由 

申請内容を管理運営の基準等に照らし審査した結果、公益財団法人千葉市教育振

興財団は、千葉市公民館の管理を適切かつ確実に行うことができるものと認められ

る。 

 

７ 教育委員会指定管理者選定評価委員会委員構成 

氏 名 役 職 備 考 

伊原 浩昭 淑徳大学総合福祉学部教育福祉学科教授 副会長 

中野 智輔 弁護士  

鍋嶋 洋子 認定特定非営利活動法人 

ちば市民活動・市民事業サポートクラブ事務局長 

 

樋口 咲子 千葉大学教育学部教授 会長 

福澤 恵二 公認会計士  

 

８ 指定管理者の概要 

（１）設立時期 平成７年４月 

（２）基本財産 ２億１，５００万円 

（３）従業員数 ３９４人 

（４）主な事業内容 

   ア 市民の学習ニーズに対応した講座の開催等生涯学習の振興を図るための事業 

イ 美術展覧会の開催等市民文化の発展に寄与する事業 

ウ 埋蔵文化財の保護及び普及啓発等郷土意識の醸成を図るための事業 

（５）当該施設の管理実績 

別紙３のとおり 

（６）指定管理者総合評価シート 

    別紙４のとおり 

（７）主な施設管理の実績 

ア 千葉市生涯学習センター 

   イ 千葉市美術館 

   ウ 千葉市民ギャラリー・いなげ 

   エ 千葉市公民館 
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年度
施設

利用者数
利用者からの
要望・意見

改善点等
指定管理者による

自己評価
市による評価

R5 817,882人 ①施設の修繕要
望

②備品の買い替
え要望

①修繕の実施

②備品の買い替
え

③公民館情報誌
リニューアル

成果指標の１つであるオンラ
インを活用した講座は、他施
設等との連携、協力を得るこ
とで初年度で目標を達成する
ことができた。
　新たな成果指標になった延
べ受講者数は、講座数が指
定管理導入以降、最も多く
なったにもかかわらず目標の
達成には至っていない。
　施設の老朽化や利用者の
高齢化に伴った施設の修繕、
備品の要望も少なくない。利
用者アンケート等も踏まえて、
引き続き適切な施設の管理・
運営に努めていく。

【評価】C

【所見】
成果指標であるオンラインを
活用した講座数は、指定管理
者１年目にもかかわらず、目
標の100講座に対し、121講座
を実施し目標を達成できた。
オンライン講座が増えたこと
により、公民館直接来館する
ことが難しい市民に対しても、
学習の機会を提供することが
できた。

施設の利便性向上のため、利
用者アンケートなどの反映に
よる施設修繕や設備更新を積
極的に実施した。

R６ 843,851人 ①施設の修繕要
望
（カーテンが汚れ
ている）

②備品の買い替
え要望

①修繕の実施
（劣化したカーテ
ンの更新）

②備品の買い替
え

オンラインを活用した事業に
ついては大幅に目標を達成
し、それ以外の目標も達成ま
で残りわずかとなっているの
で、より多くの市民にご利用い
ただけるよう広報や魅力ある
講座の企画に取り組んでい
く。
施設の老朽化に伴い、雨漏
り、空調機器の不具合などが
発生し、市民にご不便をかけ
ているところであるが、引き続
き千葉市とも情報を共有して
対応をすすめていくとともに、
小規模な修繕箇所について
は利用者の安全性、利便性を
考慮して柔軟に対応をしてい
く。

【評価】C

【所見】
成果指標であるオンラインを
活用した講座数は、172講座
を実施し、昨年度実績の121
講座を大幅に上回ることがで
きた。
オンライン講座が増えたこと
により、公民館に直接来館す
ることが難しい市民に対して
も、学習の機会を提供するこ
とができた。

施設の利便性向上のため、利
用者アンケートなどの反映に
よる施設修繕や設備更新を積
極的に実施した。

公益財団法人千葉市教育振興財団による千葉市公民館の管理実績（令和５年度～令和６年度）

別紙３
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（評価対象期間　  令和５年４月１日～ 令和７年３月３１日）

52.0 % 52.0 % 52.0 %

所管課

（２）オンラインを活用した講座数（成果指標２）

達成率

地域住民の生活文化向上をめざし、市民一人ひとりが豊かな人間性を培い、心豊かなまちづ
くりを進め、「社会が人を育み、人が社会をつくる」という好循環を目指していく。

38,863人

R5年度 R6年度 平均

実績値 121講座 172講座 147講座

制度導入により見込まれる
効果

73,678人

教育委員会事務局生涯学習部生涯学習振興課

指定管理者名

指定管理者総合評価シート

１　基本情報

施設名称 千葉市公民館

条例上の設置目的

市民サービスの向上により、さらに多くの市民に施設を利用してもらうという効果を見込ん
でいる。

公益財団法人　千葉市教育振興財団

構成団体
（共同事業体の場合）

48.6 % 51.1 % 49.9 %

98.3 % 95.9 %

（３）公民館の施設稼働率（用途・利用時間に制約が大きい調理室を除く）（成果指標３）

89.3 % 99.6 % 94.5 %

R5年度 R6年度 平均

数値目標※ 100講座 100講座 100講座

達成率 121.0 % 172.0 % 146.5 %

数値目標※

実績値

達成率 93.5 %

R5年度 R6年度 合計

実績値

数値目標※ 39,000人 39,000人 78,000人

ビジョン
（施設の目的・目指すべき方向性）

ミッション
（施設の社会的使命や役割）

指定期間 令和５年４月１日～ 令和８年３月３１日（３年）

（１）主催講座の延べ受講者数（展示を除く）（成果指標１）

２　成果指標等の推移

千葉市公民館設置管理条例（昭和４４年千葉市条例第２３号）
第１条　この条例は、社会教育法(昭和２４年法律第２０７号。以下「法」という。)第２４
条の規定に基づき、公民館の設置及び管理に関し必要な事項を定めるものとする。
（参考）
社会教育法（昭和２４年６月１０日法律第２０７号）
第２０条　公民館は、市町村その他一定区域内の住民のために、実際生活に即する教育、学
術及び文化に関する各種の事業を行い、もつて住民の教養の向上、健康の増進、情操の純化
を図り、生活文化の振興、社会福祉の増進に寄与することを目的とする。
第２４条　市町村が公民館を設置しようとするときは、条例で、公民館の設置及び管理に関
する事項を定めなければならない。

地域のニーズに対応した社会教育事業の実施や施設の貸出を行う。
社会教育施設としての機能向上はもちろんのこと、幅広い市民の多様な利用に供する地域の
総合交流拠点として充実を図る。

※　数値目標は選定時に設定した数値であり、市設定の数値を上回る目標を指定管理者が設定している場合、市設定の数値は
括弧書きで表している。

34,815人

別紙４
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12,567

14,546

1,435,406 1,459,052

1,672

1,420,826 1,453,941

1,436,280 1,459,390

6,215
その他

合　計
実績

計画

R6年度R5年度 合計

実績

計画

実績

指定管理料

利用料金

支　出

収　支

2,895,670

905 767

19,691

0

0

812

1,436,280 1,460,157

2,894,458

2,896,437

2,874,767

収
入

実績

計画

実績

計画

6,352

7,089 7,457

0

2,881,891

2,881,891

実績

計画

３　収支状況の推移

（単位：千円）

0

1,452,700

1,429,191 1,452,700

1,429,191

必
須
業
務

自
主
事
業

収　入

支　出

収　支

実績

計画

実績

計画

実績 △ 457

14,580 5,111

△ 355

0

0 0

457 355

0

総収入

14,123

実績

実績

1,435,406 1,459,052

1,421,283 1,454,296

4,756

利益の還元額 実績

△ 812

2,894,458

2,875,579

18,879総収支

総支出

実績

利益還元の内容
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６　その他
（市内業者の育成、市内雇用の配慮、障害者雇用の確
保、施設職員の雇用の安定化への配慮）

Ｃ

（１）人的組織体制の充実

（２）施設の維持管理業務

Ｃ

・組織体制は、提案書どおりに配置されていた。
・社会教育主事資格取得のための助成や講習への派遣を行
い、有資格者を大幅に増加させた。（R4年度：25人→R6年
度末：37人）
・各種研修の実施により、職員の能力向上に努めた。新規
の研修を取り入れたり、適宜研修への派遣を行うことで、
職員の資質向上を図った。

５　施設の効用の発揮

（１）幅広い施設利用の確保

（２）利用者サービスの充実

（３）施設における事業の実施

Ｃ
・講座や自習室、施設休館・再開などに関する案内をホー
ムページにて迅速かつ速やかに提供した。また、公民館の
公式Xを開設し、SNSを活用して情報発信した。

Ｃ

Ｃ
・定期保守点検を着実に行い、快適な利用環境を提供する
とともに、事故の防止に努めた。
・館内照明のLED化や修繕、備品購入を進め、館内の適切
な維持管理に努めた。

４　施設管理能力

Ｃ ・選定時の提案額からわずかに削減されており、概ね本市
で設定した水準となった。

Ｃ
・災害発生時に罹災者を受入れを行い、滞りなく対応し
た。
・公民館総合補償制度に加入し、事故発生時には、適宜案
内を行った。

２　市の施設管理経費縮減への寄与

３　市民の平等利用の確保・施設の適正管理

１　成果指標の目標達成 Ｃ

【主催講座数】
・受講者アンケートによりニーズを把握し、講座運営の工
夫改善に努め、概ね目標の受講者数を達成した。
【オンラインを利用した講座数】
・目標値を大きく上回る数を開催し、公民館に直接来館す
ることが難しい市民に対しても、学習の機会を提供するこ
とができた。
【施設稼働率】
・利用者アンケート等により幅広く利用者の意向を把握
し、施設設備の機能改善に努めた。概ね目標の稼働率を達
成した。

評価項目 評　価 評価の具体的内容・理由

４　管理運営状況の総合評価

【評価の内容】
　Ａ：事業計画書等に定める水準や市の指定管理者に対する期待を大きく上回る、特に優れた管理運営が行われていた。
　Ｂ：事業計画書等に定める水準や市の指定管理者に対する期待を上回る、優れた管理運営が行われていた。
　Ｃ：概ね事業計画書等に定める水準や市の指定管理者に対する期待どおりに管理運営が行われていた。
　Ｄ：事業計画書等に定める水準や市の指定管理者に対する期待に満たない管理運営が行われていた。
　Ｅ：事業計画書等に定める水準や市の指定管理者に対する期待に、大きく満たない管理運営が行われていた。

・公民館情報誌をリニューアルし、広報活動の強化に努め
た。
・連続講座を行い、職員が講座に積極的に介入することで
サークル数の増加に貢献した。
・利用者アンケートの結果や市民の声をふまえ、円滑な施
設運営、管理に努めた。

Ｂ

・生涯学習センターやさわやかちば県民プラザ等と連携し
たオンライン講座を実施する等、オンラインの活用を推進
した。
・図書室では、元千葉市図書館職員等による訪問指導を実
施。書架の整理、配架の工夫などにより本の魅力が伝わる
ような図書室づくりに取り組んだ。

・専門的な知識が必要な場合を除き、市内業者を優先して
いる。
・職員の市内雇用率は約８割である。

総合
評価 Ｃ
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５　総合評価を踏まえた検討

指定管理者制度を継続する。

施設管理手法の見直しを検討する。

既に施設管理手法の見直しを決定している。

（４）千葉市教育委員会指定管理者選定評価委員会の意見
 市による評価は概ね妥当であると認める。
 また、指定管理者の財務状況については、施設の運営に直ちに支障をきたすような特段の問題は見られないことから、概ね
安定して事業を実施できるものと考えられる。
その他、次の事項を本委員会の意見とする。
ア 職員対応についての利用者からの評価は良好であり、この点は評価できる。引き続き職員の資質向上の取組みを進めてい
ただきたい。
イ 「主な利用者意見」として、カーテン等の清掃等に関する意見があるため、引き続き備品等の適切な管理に取り組んでい
ただきたい。

特になし

市が指定管理者に求める水準等に即した、良好な管理運営が行われた。

①社会教育事業
 主催講座の延べ受講者数（成果指標：延べ39,000人以上／指定期間最終年度）は、令和6年度実績が38,863人となり、概ね目
標を達成することができた。オンラインを活用した講座数については指定期間を通して目標値を上回っており、公民館に直接
来館することが難しい市民に対しても、学習機会を積極的に提供することができた。

②図書室管理運営事業
　図書館と連携しながら、各種研修や、各図書室への訪問支援を行い、職員の資質向上に努めた。また、公民館の講座や近隣
の学校と連携した企画や本の紹介を行い、図書室の利用促進を図った。

③施設管理・維持管理業務
　施設稼働率(成果指標：52％)は、期間を通してわずかに目標値を下回る結果となったものの、令和6年度実績が51.1％とな
り、平成30年度以降最も高い稼働率となった。施設の利便性向上のため、利用者からの意見なども参考に施設修繕や備品の買
い替えを積極的に実施した。

（１）指定管理者制度導入効果の検証

○

当初の見込みを上回る効果が達成できた。

当初見込んでいた効果が概ね達成できた。

当初見込んでいた効果は達成できなかった。

（上記判断の理由や具体的内容・達成できなかった場合の原因）

（２）指定管理者制度運用における課題・問題点

（３）指定管理者制度継続の検討

○
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議案４３号関係 

  参考資料 

議決事件の一部変更について 

（千葉市立稲毛国際中等教育学校大規模改造工事（その２）に係る工事請負契約） 

 

教育総務部 学校施設課 

 

１ 提案理由 

 令和６年１２月１３日に契約を締結した「千葉市立稲毛国際中等教育学校大規 

模改造工事（その２）」において、資材・労務単価等の急激な変動に対応するた 

め、工事請負契約約款におけるインフレスライド条項を適用し、契約金額を増額 

する。 

 

２ 変更金額 

（単位：円） 

変更前 変更後 増減 

６５７，８００，０００ ６６７，５６６，９００ ９，７６６，９００ 

 

３ 主な変更内容 

外壁塗装、サッシカバー工法による改修、内装金属工事などの材料費及び労務費 

 

４ 今後のスケジュール 

   令和７年１２月 本議案議決後、変更契約締結 

   令和８年 ２月 竣工 
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議案第４４号関係 

  参考資料 

議決事件の一部変更について 

（幕張新都心若葉住宅地区小学校（仮称）新築工事に係る工事請負契約） 

 

教育総務部 学校施設課 

 

１ 提案理由 

 令和６年６月２１日に契約を締結した「幕張新都心若葉住宅地区小学校（仮 

称）新築工事」において、資材・労務単価等の急激な変動に対応するため、工事請 

負契約約款におけるインフレスライド条項を適用し、契約金額を増額する。 

 

２ 変更金額 

（単位：円） 

変更前 変更後 増減 

２，９３５，９００，０００ ３，０２６，１４４，０００ ９０，２４４，０００ 

 

＜参考＞ 年割額の変更                    （単位：円） 

年度 変更前 変更後 増減 

Ｒ６ ２９３，５９０，０００ ２９３，５９０，０００ ０ 

Ｒ７ ２，６４２，３１０，０００ ２，７３２，５５４，０００ ９０，２４４，０００ 

計 ２，９３５，９００，０００ ３，０２６，１４４，０００ ９０，２４４，０００ 

 

３ 主な変更内容 

建具・内外装などの材料費及び労務費 

 

４ 今後のスケジュール 

   令和７年１２月 本議案議決後、変更契約締結 

   令和８年 ２月 竣工 
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議案第４５号関係 

  参考資料 

議決事件の一部変更について 

（幕張新都心若葉住宅地区小学校（仮称）新築電気設備工事に係る工事請負契約） 

 

教育総務部 学校施設課 

 

１ 提案理由 

 令和６年６月２１日に契約を締結した「幕張新都心若葉住宅地区小学校（仮 

称）新築電気設備工事」において、資材・労務単価等の急激な変動に対応するた 

め、工事請負契約約款におけるインフレスライド条項を適用し、契約金額を増額 

する。 

 

２ 変更金額 

（単位：円） 

変更前 変更後 増減 

３８２，８００，０００ ４１０，１７９，０００ ２７，３７９，０００ 

 

＜参考＞ 年割額の変更                    （単位：円） 

年度 変更前 変更後 増減 

Ｒ６ １９，１４０，０００ １９，１４０，０００ ０ 

Ｒ７ ３６３，６６０，０００ ３９１，０３９，０００ ２７，３７９，０００ 

計 ３８２，８００，０００ ４１０，１７９，０００ ２７，３７９，０００ 

 

３ 主な変更内容 

電灯・動力設備などの材料費及び労務費 

 

４ 今後のスケジュール 

   令和７年１２月 本議案議決後、変更契約締結 

   令和８年 ２月 竣工 

 

25


